















す菅が わ原ら 文 子
工 チA主4・ 博 土
第 8 3 1 6 τE玉コ
昭和 63 年 7 月 29 日













































(4) 一般に広く用いられている空中微生物の測定機器を， 3 ,...... 4 種類相互に比較を行い，現場測定にお
ける測定値のばらつきは室内濃度の不均一によるものが大きいこと，同一の粒径分布・濃度を持つ微
生物粒子を使用した実験から，各測定機器間ではほぼ等しい値を与えることを示している。
(5) 屋外および室内において，粒子径分布を考慮した空中菌濃度と落下量の関係を理論的に導き，実験
的に限られた条件のもとではよく適合することを示し，在来良く使用されてきた落下法が， しかるべ
きパラメータを用いれば実用的な方法として可能であることを明らかにしているばかりでなく，汚染
制御上の対策に大きく貢献することを示している。
(6) これまでに開発した手法により，住宅，一般事務所建物，地下街，地下鉄駅構内における実測を行
い，従来は充分に把握されていなかった実際の建築空間における空中菌汚染の実状と特性を得，問題
点の指摘と今後の対策の方向を示しているO
以上のように，本研究は空中微生物の挙動の把握とその汚染の評価方法に新知見を加え，居住空間の
微生物汚染制御法を著しく前進させたものであり，建築環境工学の発展に寄与するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
